蝶々生態公園Cのエリア
Ｃのエリアは、貴方様に蝶のさなぎを紹介しましょう
C1. 紹介するのは、チョウのさなぎです

蝶のさなぎは、２種類に分けて「垂れているさなぎ」と「繋げているさなぎ」です。貴方様は、幼虫がどのようにして、さなぎに変わって来たのかを知りたいとは思いませんか、さなぎは静かになっている状態の下で、どのようにして自分を守りますか。また、さなぎは、どのようにして美しい蝶々に羽化しえたのか、一連の興味深い疑問があって、これは、すべてがさなぎの展示箱において、その知られざる謎の解答を解いてくれます

C2. 紹介するのは、大白ぶちチョウのさなぎです。
貴方様の目の前に見えたこの非常に綺麗で美しい「黄金のさなぎ」は、タイハクぶち蝶のさなぎです。これは「警戒色」です。タイハクぶち蝶の幼虫は、毒性がある爬森藤（パスンフジ）の葉を食べて成長したので、さなぎの体内には、毒素が含有されています。さなぎの形態はまるで、1粒の鈴のように垂直に下がってきているように見えますので、だから、これを「垂れているさなぎ」と呼ばれています。
　　蝶々は、通常では、明け方の時に羽化するのです。なぜならば、こうした時にようやく、充分の時間を利用することが出来て、翼を乾かすことができるようになりますからのです。それから、太陽が出てくる時間帯において、再び飛び去って行きます。
C3 紹介するのは黒いアゲハチョウのさなぎです
黒いアゲハチョウのさなぎは、木の枝をまねて芽の形をしているように偽装しているのではないか？これは、黒いアゲハチョウのさなぎの幼虫がヘンルーダ科の植物の葉を食べたからこそ、黒いアゲハチョウのさなぎは、毒素が体内に含有していません。それが所以にやむを得ないで、木の芽を偽装し、自分を保護するのです。
C4. 紹介するのは赤い紋様のアゲハチョウのさなぎです。
赤い紋様のアゲハチョウのさなぎは、小さい貝殻の形と似ていませんか？赤い紋様のアゲハチョウのさなぎは造型的に特殊性を持つほかに、また、ある最も良い保護色で自分を保護しています；貴方様は、箱の中にすべてが1枚の水を溜まる小さいな皿が置かれています。なぜ、そのような水溜まりの皿が置かなければならないのかというと、それは、さなぎがややすこしの湿度が必要としているからのです。さなぎは、あまり乾燥しすぎた後に羽化する過程の中に失敗しやすくなるおそれがあるからのです、深刻した場合は、死亡までに至ったこともあります。だから、昼ごろの天気が
最も暑い時に、噴水器を持って、各個のさなぎにすこしたげの水を噴出してやらないといけないのです。その時にさなぎの体がかすかに揺らす様子が見えますので、最も面白い現象です。
C5. 紹介するのは大きいアゲハチョウのさなぎです

大きいアゲハチョウのさなぎの形は、木の芽を真似するほかに、さなぎの色は、緑色と褐色2種類の色が現れて、あるさなぎは、木の皮に青ぶちの色が出ていた様子も真似することが出来て、最も見分けることができないほどです。これは、「保護色」と言います。
大きいアゲハチョウのさなぎの体の真中に1本の細い糸が繋げており、まるで、私達がベルトを結んでいるように見えます。だから私達は、このような形が「繋げているさなぎ」と呼んでいます。
続いて、貴賓の皆様は、どうぞ、蝶々生態エリアへ向けて、引き続きご参観をしてください。

本日のご来場、本当にありがとう御座います！

C section introduce you the pupae of butterflies

C1: Butterflies’ pupae

There are two types of butterflies’ pupae. One is adherent pupa, and the other is bound pupa. If you are wondering how larva becomes to a pupa, how pupa protects itself when it can’t move, and how a pupa becomes a beautiful butterfly, all these questions will be answered in these pupa exhibition boxes. 

C2 The pupae of brush-footed butterflies

The golden pupae in front of your eyes are the brush-footed butterflies’ pupae. It is a warning color. The food of the larvae of brush-footed butterflies is the poisonous plants, so the pupae contain the poisonous chemicals. The pupa looks like a little jingle bell hanging there, so they are called adherent pupa. Butterflies usually come out from a pupa in early morning so that they have enough time to dry their wings and fly away when the sun comes out. 

C3 The pupae of Spangle Papilio protenor

The pupa of Spangle Papilio protenor looks like a sprout. The larvae of Spangle Papilio protenor eat citrus plants so they don’t have poisonous chemicals in their bodies. They have to pretend to be a sprout to protect themselves. 

C4 The pupae of Common Rose butterflies. 

The pupa of Common Rose butterfly looks like a seashell. Besides its special shape, its color is also a very good protective coloration. The reason we put water in the exhibition box is that the environment has to be humid enough. If it is too dry, the pupa will die and fail to become a butterfly. So, we have to spread some water on the pupas at noon during summer time, and the pupas’ small movement will be seen. 

C5 The pupae of Great Mormon butterflies

The pupa of Great Mormon butterflies imitates the shape of a sprout, and its protective coloration is green and brown. There is a silk around the middle of the pupa. It looks like a belt, so we call it bound pupa. 

We finished the introduction of the pupas. Now please continue your tour in the butterfly ecology area. Thank you!

